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日
本
古
代
に
お
け
る
五
方
龍
関
係
出
土
文
字
資
料
の
史
的
背
景

門
田
誠
一

は
じ
め
に

　

木
簡
を
は
じ
め
と
し
た
出
土
文
字
資
料
が
近
年
の
古
代
史
研
究
を
進
展
さ
せ
て
き
た
な
か
で
、
制
度
史
や
社
会
経
済
史
的
な
内
容

の
他
に
呪
術
や
祭
祀
的
行
為
な
ど
の
習
俗
や
信
仰
の
面
で
重
要
な
知
見
が
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
呪
符
木
簡
と
呼
ば
れ
る
類
型

は
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
出
土
例
が
知
ら
れ
、
呪
い
や
祈
り
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
実
の
一
端
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

呪
符
木
簡
に
関
し
て
は
和
田
萃
氏
に
よ
る
精
緻
か
つ
体
系
的
な
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
語
句
の
種
類
や
解
釈

に
つ
い
て
も
規
範
と
な
る
知
見
が
示
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る（

（
（

。
近
年
で
は
呪
符
木
簡
に
「
龍
」
字
を
含
む
例
が
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
次
項
で
ふ
れ
る
よ
う
に
検
討
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。「
龍
」
字
を
含
む
古
代
の
木
簡
の
な
か
に
は
、
五
つ
の
色

お
よ
び
方
位
を
示
す
語
と
「
龍
」
字
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
語
句
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
す
る
漆
紙
文
書
に
も
同
様

の
語
句
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
五
つ
の
色
と
方
位
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
考
え
方
は
中
国
古
代
に
創
始
さ
れ
た
五
行
思
想
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る

が
、
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
「
龍
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、
中
国
で
は
五
方
龍
あ
る
い
は
五
方
龍
王
と
し
て
、
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
民

俗
的
見
地
か
ら
も
論
及
が
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

日
本
古
代
の
木
簡
や
漆
紙
文
書
に
み
え
る
「
龍
」
字
に
つ
い
て
、
相
互
の
関
連
を
検
討
し
た
論
考
は
管
見
で
は
多
く
な
い
。
そ
こ

で
、
本
論
で
は
五
つ
の
方
位
と
色
彩
を
表
す
語
が
「
龍
」
字
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
語
を
中
国
の
研
究
に
な
ら
っ
て
五
方
龍
と
措
定
し
、

東
ア
ジ
ア
考
古
学
を
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
の
語
と
そ
れ
を
含
む
文
章
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一　

五
方
龍
に
関
係
す
る
出
土
文
字
資
料

　

考
察
に
先
立
っ
て
、
木
簡
お
よ
び
漆
紙
文
書
の
な
か
で
、
五
方
龍
お
よ
び
五
方
龍
王
に
関
す
る
字
句
が
記
さ
れ
た
事
例
を
あ
げ
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
出
土
し
た
遺
跡
と
遺
構
に
つ
い
て
、
本
論
に
関
わ
る
範
囲
で
概
要
を
示
し
、
次
項
以
下
で
の
考
察
に
資
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

　

管
見
の
限
り
で
は
五
つ
の
方
位
ま
た
は
そ
れ
ら
と
関
わ
る
色
彩
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
典
型
的
な
五
方
龍
に
関
す
る
記
載
の
あ
る
木

簡
や
漆
紙
文
書
は
以
下
の
二
例
が
あ
る（

（
（

。

（
（
（「
赤
龍
」「
黒
龍
」「
白
龍
」
所
載
漆
紙
文
書（
壇
の
越
遺
跡
・
宮
城
県
加
美
町（

（
（

（

　

壇
の
越
遺
跡
は
大
崎
平
野
の
西
端
に
位
置
し
、
八
世
紀
前
半
〜
一
〇
世
紀
中
頃
の
加
美
郡
衙
と
考
え
ら
れ
る
東
山
官
衙
遺
跡
の
南

前
面
に
展
開
す
る
広
大
な
遺
跡
で
、
加
美
郡
衙
の
造
営
・
維
持
に
伴
っ
て
展
開
し
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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壇
の
越
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
平
成
一
三
・
一
四
年
度
の
両
年
に
調

査
さ
れ
た
（（
区
で
出
土
し
た
漆
紙
文
書
に
記
さ
れ
た
語
句
に
「
龍
」
字
を
含
む
語
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
漆
紙
文
書
は
（（
区
の
西
側
部

分
で
検
出
さ
れ
た
竪
穴
住
居
址（SI（0（（

（か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
住
居
址
は
伴
出
し
た
土
器
な
ど
か
ら
九
世
紀
後
半
頃
と
み
ら
れ
て

い
る
。
漆
紙
文
書
は
不
整
形
な
断
片
の
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
接
合
し
た
後
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
で
、
両
面
に

墨
書
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
墨
書
文
字
の
多
く
確
認
さ
れ
た
側
で
は
「
神
」「
神
祠
」「
罪
」「
導
」「
赤
龍
」「
白
龍
」「
黒
龍
」

な
ど
の
語
句
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
赤
龍
」「
白
龍
」「
黒
龍
」
報
告
書
で
は
陰
陽
道
の
五
龍
祭
に
関
係
す
る
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。（

（
（「
東
方
青
龍
王
」「
南
方
赤
龍
王
」「
西
方
白
龍
王
」「
下
天
黄
龍
王
」
記
載
木
簡（
梅
野
木
前
（
遺
跡
・
山
形
市（

（
（

（

　

山
形
市
梅
野
木
前
（
遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
は
両
面
に
下
記
の
よ
う
な
字
句
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

東
方
青
龍
王　

南
方
赤
龍
王　

西
方
白
龍
王

　
　
　
　
　
　
　

下
天
黄
龍
王

　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□

　
　

□
□　

□
□
□
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
地
逆
（

　
　
　
　
　
〔
夭
亡
ヵ
〕

　

梅
野
木
前
１
遺
跡
は
標
高
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
微
高
地
に
位
置
す
る
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
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り
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
う
ち
竪
穴
住
居
址（
SI 

（7
（の
覆
土
か
ら
一
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
な
お
、
報
告
書
で
は
木
簡
は
二
点

と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
保
存
処
理
の
際
に
接
合
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
一
点
と
訂
正
さ
れ
た
。
木
簡
の
年
代
は
共
伴
し

た
須
恵
器
の
年
代
観
か
ら
八
世
紀
末
〜
九
世
紀
中
葉
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

木
簡
は
両
面
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、「
東
方
青
龍
王
」
等
の
語
が
記
さ
れ
た
面
は
上
部
が
欠
失
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
は
、

お
そ
ら
く
「
北
方
黒
龍
王
」
の
語
句
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
龍
」
字
を
含
む
語
句
が
記
さ
れ
た
面
と
反

対
の
面
の
墨
書
は
逆
方
向
に
記
さ
れ
て
い
る
。
表
裏
に
関
し
て
は
、
こ
の
面
の
文
字
の
残
存
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
不
明
と
さ
れ
て

い
る
。

（
参
考
例
（

　

上
記
の
例
と
同
じ
く
、
東
西
南
北
に
中
央
を
加
え
た
方
位
と
そ
れ
ぞ
れ
の
方
位
に
対
応
す
る
神
名
な
ど
と
を
組
み
合
わ
せ
た
木
簡

と
し
て
は
、
藤
原
京
跡
右
京
九
条
四
坊
の
溝（
SD 

0（
（で
出
土
し
た
下
記
の
例
が
知
ら
れ
る（

（
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
里
□
□
内
□
送
々
打
々
急
々
如
律
令

　

＞
・
四
方
卅
□
大
神
龍
王

　

＞
・
東
方
木
神
王　
　
　
　
　

婢
麻
佐
女
生
年
廿
九
黒
色

　
　
　

南
方
火
神
王（
人
物
像
（

　
　
　

中
央
土
神
王

　
　
　
［　
　
　
　

］　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

婢
□
□
女
生
年
□
□
□
〔
色
ヵ
〕
□

　
　
　
［　
　
　
　

］
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［　
　
　
　

］　　
　
　
　
　
　
（
人
物
像
（

　

こ
れ
は
大
型
の
木
簡
で
近
接
し
た
位
置
か
ら
立
て
に
二
つ
に
割
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
両
面
と
も
に
損
傷
が
あ
る
た
め
、
全
文

の
釈
読
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
五
方
の
「
神
王
」
の
文
字
の
あ
る
面
に
は
、
上
下
に
二
人
の
人
物
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
形
態

的
特
徴
と
し
て
は
左
右
両
辺
に
上
端
か
ら
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
台
形
状
の
切
り
込
み
あ
り
、
何
か
に
結
び
つ
け
て
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
木
簡
に
は
「
急
々
如
律
令
」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
呪
符
木
簡
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
祭
祀
の
対
象
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
の
説
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
整
理
す
る
が
、「
七
里
□
□
内
□
送
々
打
々
急
々
如
律
令
」
の
文
章
が
、
こ
の
呪

符
木
簡
の
願
目
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
内
」
字
の
前
後
の
釈
字
が
、
こ
の
木
簡
の
意
味
を
と
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。

　

ま
た
、「
龍
王
」
の
語
を
含
む
木
簡
と
し
て
は
、
下
記
の
二
例
の
木
簡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
内
匠
日
向
周
地
遺
跡（
群

馬
県
富
岡
市
（の
古
代
の
河
床
礫
面
か
ら
出
土
し
た
二
点
の
木
簡
で
あ
り
、
と
も
に
以
下
の
語
句
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
〔
蛇
ヵ
〕

　
　

□
□
蛟
□
奉
龍
王

　
　

□
□
□
蛇
奉
龍
王

　
　
　
　
　
〔
咄
ヵ
〕

　

こ
れ
ら
の
他
に
「
□
□
□
×
鬼
□
□
」
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
木
簡
の
年
代
は
上
層
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
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年
代
な
ど
か
ら
七
世
紀
後
半
以
降
八
世
紀
後
半
以
前
の
年
代
幅
に
入
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

7
（

。

　

も
う
一
例
は
馳
上
遺
跡（
山
形
県
米
沢
市
（出
土
木
簡
で
あ
り
、
そ
の
文
章
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

□
（
符
籙
（
鬼
鬼
鬼
…
□
八
龍
王
水
八
竜
王
草
木
万
七
千

　

□
□
龍
王
□
□
龍
王
…
○
□
□
□
□
〔
龍
ヵ
〕　

□
□
八
竜
王

　

こ
の
木
簡
の
出
土
し
た
馳
上
遺
跡
は
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
い
た
る
集
落
遺
跡
で
、
木
簡
は
自
然
流
路
か
ら
出
土
し
た
。
木

簡
の
年
代
は
伴
出
し
た
土
器
か
ら
九
世
紀
頃
と
み
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
木
簡
の
意
味
に
つ
い
て
、
三
上
喜
孝
氏
は
龍
王
の
語
を
も
と

に
祈
雨
あ
る
い
は
止
雨
の
た
め
の
呪
符
木
簡
で
あ
る
と
し
た（

（
（

。

　

五
方
龍
木
簡
・
漆
紙
文
書
と
表
記
が
関
連
し
、
比
較
検
討
す
べ
き
木
簡
と
し
て
以
上
の
資
料
を
参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
く
が
、

そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
瞥
見
し
、
現
況
の
成
果
と
課
題
を
提
示
し
て
お
く
。

二　

五
方
龍
木
簡
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究

　

五
方
龍
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
や
漆
紙
文
書
な
ど
の
文
字
の
あ
る
考
古
資
料
と
関
連
す
る
文
献
記
載
に
つ
い
て
は
、
次

項
に
例
を
示
す
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
五
方
龍
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
す
る
範
囲
で
「
龍
」
字
を
含
む
出
土
文
字
資
料
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
論
及
を
示
し
て
、
研
究
の
現
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
龍
」
字
を
含
む
語
句
が
記
さ
れ
た
木
簡
に
関
す
る
言
及
と
し
て
、
出
土
時
期
が
古
い
も
の
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
報
告
さ
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れ
た
伊
場
遺
跡（
静
岡
県
浜
松
市
（出
土
木
簡
が
あ
り
、「
百
恠
呪
符
」
で
始
ま
る
文
章
と
と
も
に
「
人
山
龍
」「
弓
龍
神
」
な
ど
の
語

が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
木
簡
は
全
体
の
釈
字
と
釈
読
が
確
定
を
み
て
い
な
い
が
、
属
性
と
し
て
は
止
雨
祈
願
の
た
め
の
呪
符
と
す

る
説（

（（
（

と
疾
病
除
去
と
す
る
説（

（（
（

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

藤
原
京
で
出
土
し
た
「
大
神
龍
王
」「
東
方
木
神
王
」「
南
方
火
神
王
」「
中
央
土
神
王
」
な
ど
の
語
が
記
さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
、

和
田
萃
氏
が
鳩
摩
羅
什
訳
『
孔
雀
王
呪
経
』
に
み
え
る
「
東
方
大
龍
神
王
七
里
結
界
金
剛
宅
」「
南
方
大
龍
神
王
七
里
結
界
金
剛
宅
」

等
の
表
現
と
の
類
似
を
指
摘
し
、
こ
の
内
容
に
よ
っ
て
四
方
の
龍
王
に
対
す
る
雨
乞
い
を
行
っ
た
も
の
と
推
定
し
た（

（（
（

。

　

内
匠
日
向
周
地
遺
跡（
群
馬
県
富
岡
市
（で
出
土
し
た
「
奉
龍
王
」
の
語
が
記
さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏
が
『
常
陸
国

風
土
記
』
の
行
方
郡
の
条
に
み
え
る
蛇
体
で
あ
る
夜
刀
神
の
説
を
ふ
ま
え
て
、「
天
𦊆
、
蛟
蛇
、
龍
王
に
奉
る
」
と
解
し
、
龍
神
の

使
い
で
谷
戸（
夜
戸
（の
神
で
あ
る
蛟
蛇
が
水
の
枯
渇
ま
た
は
大
雨
に
よ
る
洪
水
を
恐
れ
て
、
水
神
で
あ
る
龍
王
に
雨
乞
い
ま
た
は
止

雨
を
祈
願
し
た
札
で
あ
る
と
し
、
そ
の
他
に
は
谷
戸
開
発
に
と
も
な
う
犯
土
の
さ
い
に
龍
王
に
対
し
て
行
っ
た
祭
祀
に
関
す
る
木
簡

で
あ
る
可
能
性
の
両
案
を
示
し
た（

（（
（

。

　

壇
の
越
遺
跡（
宮
城
県
加
美
町
（で
は
「
黒
龍
」「
赤
龍
」
な
ど
の
語
が
記
さ
れ
た
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

発
掘
調
査
報
告
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
語
は
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く
五
色（
青
・
赤
・
黄
・
白
・
黒
（に
基
づ
き
、
陰
陽
寮
に
所
属
す

る
陰
陽
師
が
行
っ
た
五
龍
祭
と
関
連
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

梅
ノ
木
前
（
遺
跡
の
「
東
方
青
龍
王
」
字
を
含
む
語
句
の
記
さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、
三
上
喜
孝
氏
が
他
地
域
の
出
土
例
を
参

照
し
て
、「
龍
王
」
に
関
わ
る
呪
符
木
簡
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
数
例
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
木
簡
と
類
似
す
る
表
現

は
家
墓
を
安
穏
に
す
る
こ
と
を
説
い
た
偽
経
で
あ
る
『
安
墓
経
』
な
ど
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
犯
土
に
関
わ
る
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た

と
推
定
し
、
こ
の
よ
う
な
経
典
に
基
づ
く
儀
礼
が
平
安
時
代
に
東
北
地
方
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
み
た（

（（
（

。
た
だ
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し
、
三
上
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
『
安
墓
経
』
の
記
載
に
は
色
彩
と
龍
を
組
み
合
わ
せ
た
語
と
五
行
説
に
関
わ
る
語
と
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
次
項
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
筆
者
は
陰
陽
五
行
に
関
わ
る
五
方
龍
に
関
す
る
語
と
考
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
五
方
龍
お
よ
び
「
龍
」
字
を
含
む
語
が
記
さ
れ
た
木
簡
と
漆
紙
文
書
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
に
よ
っ
て
、
東
北

地
方
の
二
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
方
位
・
色
と
龍
字
を
含
む
五
方
龍
お
よ
び
五
方
龍
王
の
語
が
、
そ
の
他
の
「
龍
」
字
文
字
資
料
と

は
語
句
そ
の
も
の
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
検
討
課
題
と
し
て
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
五
方
龍

関
係
の
語
の
思
想
的
淵
源
と
出
典
の
問
題
で
あ
る
。
次
項
で
は
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
方
龍
木
簡
・
漆
紙
文
書

の
属
性
と
史
的
意
味
を
考
察
す
る
前
提
条
件
を
論
じ
た
い
。

三　

五
方
龍
に
関
係
す
る
文
献
・
経
典

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
五
方
龍
関
係
出
土
文
字
資
料
は
、
梅
野
木
前
（
遺
跡
出
土
木
簡
や
壇
の
越
漆
紙
文
書
の
二
例
で
は
あ

る
が
、
現
状
で
は
い
ず
れ
も
東
北
地
方
で
の
出
土
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
双
方
に
み
え
る
特
徴
的
な
語
句
で

あ
る
「
赤
龍
」「
白
龍
」「
黒
龍
」
な
ど
の
よ
う
に
色
彩
を
示
す
語
と
龍
の
語
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
五
方
龍
に
関
す
る
語
句
に
関
し
て
、

前
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
壇
の
越
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く
五
色（
青
・
赤
・
黄
・
白
・
黒
（に
基
づ

き
、
陰
陽
寮
に
所
属
す
る
陰
陽
師
が
行
っ
た
五
龍
祭
と
関
連
づ
け
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
日
本
の
史
料
で

は
『
日
本
紀
略
』
の
延
喜
二
年（
九
〇
二
（六
月
十
七
日
条
が
五
龍
祭
の
初
見
で
あ
り
、
こ
の
後
、
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
。

　

五
龍
祭
と
は
青
龍
・
赤
龍
・
黄
龍
・
白
龍
・
黒
龍
を
祀
る
雨
乞
い
の
祭
祀
で
、『
新
唐
書
』
礼
楽
志
吉
礼
に
「
春
祭
五
方
龍
、
籩
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豆
皆
八
、
簋
一
、
簠
一
、
俎
一
」
と
み
え
、
ま
た
、『
旧
唐
書
』
職
官
志
書
都
省
礼
部
に
「
司
中
、
司
命
、
風
師
、
雨
師
、
衆
星
、

山
林
、
川
沢
、
五
方
龍
祠
等
、
及
州
県
。
社
稷
、
釈
奠
為
小
祀
」
と
あ
る
よ
う
に
元
来
は
中
国
に
由
来
す
る
祭
祀
で
あ
る
。

　

五
龍
祭
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
道
教
に
由
来
す
る
五
方
を
司
る
龍
王
と
さ
れ
、
そ
れ
は
東
方
青
帝
・
南
方
赤
帝
・
西
方
白
帝
・
北

方
黒
帝
と
中
央
の
黄
帝
の
五
方
の
龍
王
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
東
西
南
北
の
四
海
龍
王
が
道
教
に
お
け
る
主
要
な
龍
王
と
さ

れ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
五
方
龍
王
と
四
海
龍
王
は
魏
晋
代
以
降
の
仏
教
と
道
教
の
経
典
に
み
え
、
仏
典
と
し
て
も
っ
と
も
は
や
く
こ
の

語
が
み
え
る
の
は
東
晋
天
竺
三
蔵
帛
尸
梨
蜜
多
羅
の
訳
に
な
る
『
仏
説
灌
頂
神
呪
経
』
第
九
巻
の
仏
説
灌
頂
召
五
方
龍
王
摂
疫
毒
神

呪
上
品
経
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
仏
告
阿
難
」
す
な
わ
ち
仏
が
阿
難
に
言
う
と
い
う
仏
典
に
定
形
的
な
文
章
の
な
か
で
、「
東
方
青

龍
神
王
」「
南
方
赤
龍
神
王
」「
西
方
白
龍
王
」「
北
方
黒
龍
神
王
」「
中
央
黄
龍
神
王
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
道
教
経
典
で
は
隋
唐
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』
龍
王
品（『
正
統
道
蔵
』
第
一
〇
冊
（に
「
東
方
青

龍
神
王
」「
南
方
赤
龍
神
王
」「
西
方
白
龍
神
王
」「
北
方
黒
龍
神
王
」「
中
央
黄
龍
神
王
」
の
五
方
龍
王
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
が
、

こ
の
経
は
東
晋
末
期
か
ら
劉
宋
初
期
に
そ
の
最
古
層
部
が
成
立
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
成
立
に
は
他
の
道
教
経
典
と
同
様
に
仏
典
の
影

響
が
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
南
北
朝
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
初
期
の
漢
訳
仏
典
や
道
教
経
典
に
五
方
龍
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

に
お
い
て
は
じ
め
て
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
魏
晋
か
ら
隋
唐
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
淵
源
は
儒
教
の
経
書
に
も
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

経
書
の
な
か
で
、
五
方
龍
の
よ
う
に
五
つ
の
方
位
ご
と
に
色
を
あ
て
る
の
は
『
周
礼
』
冬
官
考
工
記
に
画
繢
と
い
う
染
色
工
匠
の

染
色
の
事
と
し
て
、
五
色
を
雑（
ま
じ
（え
、
東
方
は
こ
れ
を
青
と
い
い
、
南
方
は
こ
れ
を
赤
と
い
い
、
西
方
は
こ
れ
を
白
と
い
い
、

北
方
は
こ
れ
を
黒
と
い
い
、
天
は
こ
れ
を
玄
と
い
い
、
地
は
こ
れ
を
黄
と
い
う
、
と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
画
工
と
彼
ら
が
用
い
た
色
を
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指
す
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。『
儀
礼
』
に
も
諸
侯
が
天
子
と
見
え
る
宮
の
造
作
が
み
え
、
そ
れ
は
平
面
方
形
で
各
辺
が
三
百
歩
あ
り
、
四

門
が
あ
っ
て
、
壇
は
十
尋
余
り
で
深
さ
は
四
尺
、
そ
の
上
に
方
明
を
加
え
、
方
明
は
木
で
あ
り
、
方
四
尺
で
六
色
を
設
け
、
そ
れ
ら

は
東
方
が
青
、
南
方
が
赤
、
西
方
が
白
、
北
方
が
黒
、
上
が
玄
、
下
が
黄
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

い
っ
ぽ
う
、
聖
王
や
神
獣
を
配
す
る
考
え
方
の
淵
源
と
し
て
は
『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
み
え
る
五
星
の
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
名
を
も
っ
て
い
た
五
星
が
五
行
思
想
と
結
び
つ
き
、
木
星
・
火
星
・
土
星
・
金
星
・
水
星
の
五

遊
星
と
な
り
、
こ
れ
が
方
角
・
季
節
・
神
獣
な
ど
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
に
関
わ
る
方
角
と
色
で
は
、
東
西
南
北
と
中

央
に
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
配
し
た
も
の
で
、
東
方
は
木
で
あ
り
、
太
皥
帝
が
お
り
、
そ
の
神
は
歳
星
で
季
節
は
春
で
あ
り
、
神
獣
は

蒼
龍
と
な
る
。
以
下
、
方
角
と
神
獣
の
み
を
あ
げ
る
と
南
方
は
朱
鳥
、
中
央
は
黄
龍
、
西
方
は
白
虎
、
北
方
は
玄
武
と
な
る
周
知
の

方
位
神
の
基
本
が
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
方
位
に
関
す
る
要
素
の
な
か
で
も
龍
と
の
対
応
は
董
中
舒
の
『
春
秋
繁
露
』
求
雨
篇
に
は
旱（
ひ
で
り
（の
場
合
に
雨

を
求
め
る
際
の
具
体
的
な
方
法
が
季
節
ご
と
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
季
節
ご
と
に
色
の
異
な
る
大
小
の
龍
を
作
っ
て

祭
る
と
い
う
内
容
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
春
は
蒼
龍
を
東
に
、
夏
は
赤
龍
を
南
に
、
季
夏
は
黄
龍
を
中
央
に
、
秋
は
白
龍
を
西
に
、

冬
は
黒
龍
を
北
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
五
方
龍
招
雨
」
の
祭
祀
と
さ
れ
、
さ
き
に
ふ
れ
た
『
仏
説
灌
頂

神
呪
経
』
や
『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』
に
み
え
る
方
位
と
色
に
関
わ
る
五
方
龍
王
と
基
本
的
に
同
じ
要
素
を
も
ち
、
こ
の
記
載
か
ら
前

漢
代
か
ら
五
方
龍
の
信
仰
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
「
五
方
龍
招
雨
」
の
祭
祀
が
記
さ
れ
て
い
る
『
春
秋
繁
露
』
に
つ
い
て
は
、
董
中
舒
の
作
で
は
な
く
、
後
世
の
仮
託
と
す
る

見
方
も
あ
る
が（

（（
（

、
い
っ
ぽ
う
で
、
す
べ
て
が
董
仲
舒
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
後
人
が
叙
述
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

内
容
を
含
ん
で
お
り
、
基
本
的
に
は
董
仲
舒
の
著
作
と
見
な
し
て
問
題
な
い
と
み
る
説
と
が
あ
り（

（（
（

、
現
状
で
は
前
者
の
疑
義
は
克
服
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さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
本
論
で
も
前
漢
代
の
著
作
と
み
る
。

　

仏
典
を
検
索
す
る
と
色
彩
の
名
と
を
龍
王
を
組
み
合
わ
せ
た
語
が
み
え
る
が
、
そ
の
例
は
さ
き
に
ふ
れ
た
『
仏
説
灌
頂
経
』
第
九

巻
が
あ
り
、
そ
の
経
名
を
『
仏
説
灌
頂
召
五
方
龍
王
摂
疫
毒
神
呪
上
品
経
』
と
い
う
よ
う
に
経
書
の
五
方
龍
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
仏
説
大
孔
雀
呪
王
経
』
に
は
「
二
黒
龍
王
。
二
青
龍
王
。
二
黄
龍
王
。
二
赤
色
龍
王
。
二
白
色
龍
王
」

の
語
が
み
え
る
が（

（（
（

、
管
見
で
は
仏
典
で
方
角
と
色
彩
と
龍
王
と
を
組
み
合
わ
せ
た
五
方
龍
そ
の
も
の
が
み
え
る
の
は
『
仏
説
灌
頂
経
』

の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
祈
雨
と
の
関
係
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
宮
中
の
祈
雨
祭
祀
で
読
経
さ
れ
た
経
典

を
悉
皆
的
に
調
査
し
た
佐
々
木
令
信
氏
の
統
計
的
な
研
究
を
参
照
し
て
も
、『
仏
説
灌
頂
経
』
は
修
さ
れ
た
例
が
な
く（

（（
（

、
こ
の
事
実

を
踏
ま
え
る
と
梅
野
木
前
（
遺
跡
出
土
木
簡
や
壇
の
越
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
に
み
え
る
五
方
龍
は
仏
典
に
依
拠
す
る
と
は
考
え
に
く

く
、
中
国
古
代
思
想
に
よ
る
五
方
龍
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
上
述
の
先
秦
時
代
に
淵
源
を
も
ち
、
隋
唐
代
頃
ま
で
に
偽
経
か
ら
道
教
経
典
に
取
り
込
ま
れ
た
五
方
龍
の
思
想
と
は

別
に
、
平
安
時
代
に
は
龍
に
関
す
る
祭
祀
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
は
八
大
龍
王
の
祭
祀
で
あ
っ
て
、
類
似
す
る
語
句
と
し
て

木
簡
に
は
「
八
龍
王
」
の
語
が
み
え
る
。
こ
の
語
が
記
さ
れ
た
木
簡
と
し
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
が
あ

り
、
符
簶
と
「
八
龍
王
」
の
語
な
ど
か
ら
呪
符
木
簡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
八
龍
王
」
の
語
は
諸
経
典
に
み
え
る
が
、
典
型
的
な
出
典
と
し
て
『
法
華
経
』
第
一
巻
「
序
品
第
一
」
に
み
え
る
霊
鷲
山
に
は

十
六
羅
漢
を
は
じ
め
に
、諸
天
・
諸
菩
薩
と
共
に
釈
迦
の
眷
属
と
し
て
、難
陀
龍
王
・
跋
難
陀
龍
王
・
娑
伽
羅
龍
王（
娑
竭
羅
龍
王
（・

和
修
吉
龍
王
・
徳
叉
迦
龍
王
・
阿
那
婆
達
多
龍
王
・
摩
那
斯
龍
王
・
優
鉢
羅
龍
王
の
八
龍
王
が
い
る
と
さ
れ
、
通
称
と
し
て
は
八
大

龍
王
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
仏
教
の
八
部
衆
の
一
つ
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

八
龍
王
は
八
大
龍
王
と
し
て
、
祈
雨
の
祭
祀
に
関
係
す
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
に
も
「
八
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龍
王
水
」
と
あ
り
、
脈
絡
の
あ
る
文
章
で
は
な
い
が
、
八
龍
王
が
水
ま
た
は
水
を
対
象
と
す
る
祭
祀
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
こ
と
は
推
定
し
う
る
。
た
だ
し
、
八
龍
王
の
語
が
仏
典
に
依
拠
す
る
と
仮
定
し
て
、
同
様
に
「
草
木
万
七
千
」
の
語
を
検
索
し
て

も
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
の
語
は
仏
典
で
は
知
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
草
木
」
を
含
む
語
は
主
な
道
教
経
典
に
も
み
あ
た
ら
ず
、
現
状

で
出
典
は
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。

　

仏
教
語
と
し
て
の
「
草
木
」
は
草
木
悉
皆
成
仏
あ
る
い
は
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
な
ど
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
非
情
す

な
わ
ち
心
を
有
し
な
い
も
の
の
象
徴
、
あ
る
い
は
万
物
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
こ
れ
ら
で
さ
え
成
仏
の
相
を
顕
す
こ
と
を
い
い
、
非

情
成
仏
、
無
情
成
仏
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
考
え
の
基
本
に
な
る
思
惟
は
『
摩
訶
止
観
』
等
に
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
独
立
し
た

語
句
と
し
て
の
「
草
木
成
仏
」
は
三
論
宗
の
吉
蔵（
五
四
九
─
六
二
三
（が
『
大
乗
玄
論
』
で
草
木
土
石
な
ど
の
精
神
性
を
も
た
な
い

も
の
の
成
仏
、
つ
ま
り
、
非
情
成
仏
一
般
を
説
く
な
か
で
用
い
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　
「
草
木
」
の
語
に
は
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
あ
る
も
の
の
、
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
で
は
「
八
龍
王
」
と
「
水
」
の
語
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
の
語
が
祈
雨
・
請
雨
に
関
係
す
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
同
時
代
に
祈
雨
に
際
し
て
読
経
さ
れ
た
経
典
と
の
関

連
が
想
定
さ
れ
る
。

　

平
安
時
代
の
宮
中
に
お
け
る
祈
雨
の
た
め
の
読
経
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
多
い
。
そ
の
う
ち
、
天
長
四
年（
八
二
七
（

か
ら
寛
治
二
年（
一
〇
八
八
（ま
で
の
『
続
日
本
紀
』
以
降
の
正
史
や
『
日
本
紀
略
』、
公
家
の
日
記
な
ど
の
古
記
録
に
み
え
る
祈
雨

に
と
も
な
う
五
三
件
の
読
経
の
記
載
に
つ
い
て
、
佐
々
木
氏
に
よ
る
読
経
な
い
し
転
読
さ
れ
た
経
典
の
統
計
的
な
検
討
を
再
度
参

照
す
る
と
、
経
典
が
不
明
な
場
合
以
外
で
は
、『
大
般
若
経
』
が
圧
倒
的
に
多
く
二
九
件
に
の
ぼ
り
、
つ
い
で
『
仁
王
経
』
が
七
件
、

『
観
音
経
』
が
四
件
で
あ
り
、
天
暦
二
年（
九
四
九
（頃
か
ら
後
は
『
仁
王
経
』
が
読
誦
、
転
読
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
祈
雨
の

た
め
に
仁
王
会
が
行
わ
れ
た
と
い
う
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
経
典
に
は
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
に
知
れ
さ
れ
た
「
草
木
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万
七
千
」
の
語
句
の
な
か
の
「
草
木
」
の
語
が
『
大
般
若
経
』
で
は
一
四
度
に
わ
た
っ
て
現
れ
、『
仁
王
経
』
に
も
七
回
に
わ
た
っ

て
み
え
て
い
る
。
お
な
じ
く
「
万
七
千
」
を
含
む
語
は
『
大
般
若
経
』
で
は
「
三
万
七
千
鄔
波
斯
迦
」「
誦
法
華
経
三
万
七
千
部
」

な
ど
の
語
が
み
え
る
。
い
っ
ぽ
う
、『
仁
王
経
』
に
は
「
万
七
千
」
の
語
は
現
れ
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
宮
中
に
お
け
る
祈
雨
と
は
別
に
平
安
時
代
末
頃
か
ら
は
神
泉
苑
に
お
い
て
請
雨
経
法
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
雨
乞

い
の
ほ
か
洪
水
の
時
の
止
雨
ひ
い
て
は
天
変
地
異
を
防
ぐ
た
め
の
護
国
修
法
と
さ
れ
る
。
祈
雨
修
法
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
『
祈
雨

日
記
』『
祈
雨
法
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、修
法
に
際
し
て
読
経
さ
れ
た
の
は
『
孔
雀
経
』
や
『
大
雲
経
』
と
呼
ば
れ
る
類
の
経
典
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
も
と
づ
く
請
雨
経
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

と
く
に
平
安
時
代
末
の
一
一
世
紀
後
半
に
な
る
と
雨
僧
正
と
呼
ば
れ
た
仁
海
が
出
て
、
そ
の
創
始
が
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
祈
雨
儀

礼
で
あ
る
請
雨
経
法
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
請
雨
経
法
に
際
し
て
は
『
大
雲
経
』
請
雨
品
、『
大
方
等
大
雲
経
』
請
雨
品
、
隋
・

那
連
提
耶
舎
訳
『
大
雲
輪
請
雨
経
』、
唐
・
不
空
訳
『
大
雲
輪
請
雨
経
』
の
四
種
が
請
雨
経
と
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
に
不
空
訳
の
『
大

雲
輪
請
雨
経
』
の
付
巻
と
さ
れ
る
『
大
雲
経
祈
雨
壇
法
』
を
付
加
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
出
典
論
的
検
討
か
ら
、『
大
雲
経
』
の
一
つ
で
あ
る
北
周
の
天
竺
三
蔵
闍
那
耶
舎
訳
『
大
方
等
大
雲
経
』
請
雨
品
に
も
、

一
箇
所
で
は
あ
る
が
「
草
木
」
の
語
が
み
え
る
。
こ
れ
を
含
め
た
『
大
雲
経
』
が
請
雨
の
た
め
に
転
読
さ
れ
る
初
見
は
次
項
で
ふ
れ

る
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
年（
六
四
二
（で
あ
る
が
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
請
雨
経
法
と
し
て
盛
行
を
み
る
の
は
一
一

世
紀
頃
と
さ
れ
、
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
よ
り
大
幅
に
時
期
が
遅
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
出
典
論
的
検
討
か
ら
、
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
の
「
八
龍
王
水
八
龍
王
草
木
万
七
千
」
の
「
八
龍
王
」
と
「
水
」
の

語
を
重
視
し
た
う
え
で
、「
草
木
万
七
千
」
の
語
に
着
目
し
て
祈
雨
の
内
容
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
祈
雨
に
際

し
て
、
読
誦
ま
た
は
転
読
さ
れ
た
経
典
の
な
か
で
は
『
大
般
若
経
』
に
関
係
す
る
語
が
み
え
、
依
拠
経
典
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
を
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想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
東
北
地
方
の
平
安
時
代
の
木
簡
や
漆
紙
文
書
に
み
え
る
五
方
龍
の
語
の
背
景
と
典
拠
に
つ
い
て
関
連
す
る
木
簡
も

含
め
て
考
察
し
た
。

四　

五
方
龍
木
簡
と
地
方
に
お
け
る
中
国
古
典
の
認
識

　

こ
れ
ま
で
五
方
龍
お
よ
び
五
方
龍
王
の
語
の
記
さ
れ
た
木
簡
や
漆
紙
文
書
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
て
き
た
五
龍
祭
に
関
し
て
は
、

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
年（
九
〇
二
（六
月
十
七
日
条
が
初
見
と
さ
れ
、「
祈
雨
山
陵
使
。
同
日
、
五
龍
祭
。

同
於
十
社
読
経
。
又
於
十
五
大
寺
、
延
暦
寺
読
経
」
と
あ
る
の
が
初
見
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
祈
雨
法
が
あ
げ
ら
れ
た

な
か
で
五
龍
祭
の
語
が
み
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、『
扶
桑
略
記
』
の
裏
書
に
は
延
喜
二
年（
九
〇
二
（六
月
十
七
日
条
に
は
「
陰
陽
寮

を
召
し
て
、
明
日
よ
り
乾
方
に
お
い
て
五
龍
祭
を
勤
む
べ
き
の
由
、
仰
せ
ら
れ
了
ん
ぬ
」
と
あ
り
、
陰
陽
寮
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
、
五
龍
祭
は
平
安
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
陰
陽
寮
か
ら
陰
陽
師
に
よ
る
実
施
の
記

載
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、『
禁
秘
抄
』
に
「
陰
陽
師
五
龍
祭
に
奉
仕
す
。
或
い
は
神
泉
に
お
い
て
、
こ
れ
を
祀
る
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
五
龍
祭
は
陰
陽
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
実
態
は
た
と
え
ば
『
御
道
関
白
記
』
の
寛
弘

元
年（
一
〇
四
〇
（七
月
十
四
日
の
条
に
は
「
十
四
日
、
丙
申
。
終
日
陰
る
。
時
々
微
雨
下
る
。
夜
に
入
り
て
、
大
雨
有
り
。
右
頭
中

将
、
仰
せ
て
云
は
く
、
晴
明
朝
臣
、
五
龍
祭
を
奉
仕
す
る
に
、
感
有
り
、
被
物
を
賜
ふ
、
と
云（
々
（。
早
く
賜
ふ
べ
き
な
り
。
雷
声

小
さ
き
な
り
」
と
み
え
、
陰
陽
師
と
し
て
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
安
倍
晴
明
が
五
龍
祭
に
奉
仕
し
た
後
に
被
き
物
を
賜
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
知
ら
れ
る
。
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時
期
が
下
り
、
一
〇
世
紀
代
後
半
に
は
陰
陽
師
個
人
の
名
が
み
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
初
見
は
『
祈
雨
日
記
』
の
応
和
三
年

（
九
六
三
（七
月
三
十
日
の
条
に
「
重
奉
幣
丹
生
貴
舟
、同
日
以
天
文
博
士
保
憲
被
修
五
龍
祭
」
と
あ
り
、こ
こ
に
は
天
文
博
士
で
あ
っ

た
加
茂
保
憲
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
後
も
、
文
道
光
・
安
倍
吉
平
・
安
倍
晴
明
・
賀
茂
道
言
・
賀
茂
道
時
な
ど
の
執
行
者
で
あ
る
陰

陽
師
の
名
前
が
み
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
五
龍
祭
の
執
行
者
が
陰
陽
寮
か
ら
陰
陽
師
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
陰
陽

師
の
個
人
的
な
資
質
に
よ
る
べ
き
祭
祀
行
為
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

い
っ
ぽ
う
、
五
龍
祭
の
行
わ
れ
た
場
所
は
、
初
期
に
は
北
山
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
寛
仁
二
年（
一
〇
一
八
（以
降
は
、
ほ
ぼ
神
泉
苑

に
固
定
さ
れ
る
。
神
泉
苑
で
の
五
龍
祭
の
初
現
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
延
喜
二
年（
九
〇
二
（六
月
十
七
日
で
あ
る
が
、
請
雨
経
法

と
あ
わ
せ
て
祈
雨
祭
と
し
て
最
後
に
行
わ
れ
る
の
は
『
水
左
記
』
に
み
え
る
永
保
二
年（
一
〇
八
二
（九
日
と
さ
れ
る
が（

（（
（

、
そ
の
後
も

管
見
で
は
仁
治
元
年（
一
二
四
〇
（七
月
三
日
に
も
五
龍
祭
が
行
わ
れ
て
お
り（

（（
（

、
少
な
く
と
も
五
龍
祭
そ
の
も
の
は
鎌
倉
時
代
に
は
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
陰
陽
寮
や
陰
陽
師
の
行
っ
た
五
龍
祭
は
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
盛

行
し
、
密
教
の
請
雨
経
法
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
五
方
龍
に
関
す
る
語
が
記
載
さ
れ
た
出
土
文
字
資
料
の
年
代
は
、
梅
の
木
前
（
遺
跡
出
土
木
簡
が
八
世
紀
末
か
ら

九
世
紀
中
葉
頃
と
さ
れ
、
壇
の
越
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
は
九
世
紀
後
半
と
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
京
師
に
お
け
る
五
龍
祭
の
盛
行

よ
り
時
期
が
遡
る
。

　

五
龍
祭
と
五
方
龍
お
よ
び
龍
に
関
係
す
る
出
土
文
字
資
料
と
の
か
ね
あ
い
に
つ
い
て
は
、
梅
野
木
前
（
遺
跡
や
馳
上
遺
跡
出
土
の

木
簡
に
関
し
て
、
出
羽
国
に
陰
陽
師
が
置
か
れ
た
の
は
嘉
祥
三
年（
八
五
〇
（で
あ
る
が
、
陰
陽
師
が
不
在
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
前

か
ら
陰
陽
道
の
祭
祀
が
行
わ
れ
た
証
左
と
す
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
こ
で
い
う
出
羽
国
へ
の
陰
陽
師
の
赴
置
と
は
、『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
一
の
嘉
祥
三
年（
八
五
〇
（六
月
甲
戍
廿
八
日
に
み
え
る
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以
下
の
記
録
で
あ
る
。

甲
戌
。
出
羽
国
奏
言
。
境
接
夷
落
。
動
爲
風
塵
。
至
有
嫌
疑
。
必
資
占
験
。
請
省
史
生
一
員
。
置
陰
陽
師
一
員
。
許
之
。

　

す
な
わ
ち
、
出
羽
国
は
蝦
夷
の
村
と
境
を
接
し
、
兵
乱
を
な
す
動
き
が
あ
り
、
そ
の
嫌
疑
が
あ
る
に
い
た
り
、
必
ず
占
験
を
資
す

べ
き
で
あ
る
と
し
、
中
務
省
に
史
生
一
員
と
陰
陽
師
一
員
を
置
く
こ
と
を
請
い
、
こ
れ
が
許
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

五
方
龍
関
係
文
字
資
料
が
出
土
し
た
遺
跡
の
属
性
に
つ
い
て
は
、
壇
の
越
遺
跡
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
を
中
心
と
し
、

門
・
築
地
塀
・
櫓
状
施
設
・
大
溝
か
ら
な
る
大
規
模
な
区
画
施
設
で
、
近
接
す
る
東
山
官
衙
遺
跡
と
関
連
し
た
地
方
官
衙
遺
跡
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
研
究
史
の
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
壇
の
越
遺
跡
の
報
告
書
で
は
漆
紙
文
書
に
み
え
る
五
龍
祭
に
関
係
す
る

語
句
の
存
在
に
よ
っ
て
、
当
該
資
料
の
所
属
時
期
で
あ
る
九
世
紀
後
半
に
は
陸
奥
国
に
陰
陽
道
関
係
の
典
籍
が
将
来
さ
れ
た
可
能
性

を
想
定
し
て
い
る（

（（
（

。
た
だ
し
、
五
方
龍
に
関
係
す
る
木
簡
の
出
土
し
た
梅
野
木
前
１
遺
跡
は
集
落
址
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
た
ん
に

官
衙
ま
た
は
そ
の
関
連
遺
跡
だ
け
で
行
わ
れ
た
と
は
断
じ
ら
れ
な
い
。

　

い
っ
ぽ
う
、
五
方
の
色
彩
と
組
み
あ
わ
さ
れ
た
五
方
龍
と
関
連
す
る
経
典
は
、
研
究
史
の
項
で
ふ
れ
た
『
孔
雀
王
呪
経
』
や
五
方

龍
の
依
拠
経
典
と
さ
れ
る
『
仏
説
灌
頂
神
呪
経
』
お
よ
び
請
雨
経
と
れ
さ
る
『
大
雲
経
』
の
類
を
あ
げ
た
。
た
だ
し
、
祈
雨
と
の
関

係
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
請
雨
経
法
と
し
て
神
泉
苑
で
読
誦
さ
れ
る
の
は
一
一
世
紀
頃
か
ら
と
さ
れ
る
か
ら
、

九
世
紀
後
半
以
前
の
五
方
龍
木
簡
と
直
接
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
古
代
史
料
に
お
け
る
、『
大
雲
経
』
の
初
見
は
『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
年（
六
四
二
（秋
七
月
条
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
前
月
か
ら
続
い
た
日
照
り
に
対
し
て
、
戊
寅
の
日（
二
五
日
（に
は
、
牛
馬
を
殺
し
て
村
々
の
呪
者
の
言
う
が
ま
ま
に
牛
馬



日本古代における五方龍関係出土文字資料の史的背景

21

を
殺
し
た
り
、
諸
神
を
祀
っ
た
り
、
市
場
を
他
の
場
所
に
移
し
て
雨
乞
い
を
行
な
っ
た
が
効
果
が
な
く
、
庚
辰
の
日（
二
七
日
（に
は

大
臣
の
蘇
我
蝦
夷
が
百
済
大
寺
の
南
庭
に
菩
薩
像
と
四
天
王
像
を
飾
っ
て
、
僧
に
『
大
雲
経
』
な
ど
を
読
ま
せ
、
蝦
夷
自
ら
香
炉
に

香
を
焚
い
て
雨
乞
い
を
し
た
が
、
わ
ず
か
に
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
程
度
で　

ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
か
っ
た
、
と
あ
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
八
月
に
入
る
と
皇
極
天
皇
が
南
淵
の
川
上
に
出
向
い
て
、
跪
い
て
四
方
を
拝
す
る
と
、
雷
が
鳴
っ
て
大
雨
が
降
り
出

し
、
雨
は
五
日
も
降
り
続
い
た
た
め
、
天
下
の
百
姓
た
ち
は
「
至
徳
天
皇
」 

と
称
え
た
と
あ
り（

（（
（

、
蘇
我
蝦
夷
が
読
経
を
さ
せ
た
記
載

は
、
こ
の
内
容
の
前
段
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
関
し
て
は
、
皇
極
天
皇
の
巫
女
的
な
属
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に（

（（
（

、

祈
雨
に
事
寄
せ
て
、
中
国
的
・
仏
教
的
・
在
来
的
の
順
に
思
想
ま
た
は
文
化
要
素
と
し
て
の
優
劣
を
顕
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、
天
皇

の
在
来
的
神
権
を
強
調
し
つ
つ
、
儒
教
的
な
天
子
観
に
よ
っ
て
天
皇
を
権
威
づ
け
て
い
る
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
皇
極
元
年
の
記
載
は
祈
雨
に
際
す
る
読
経
の
史
料
上
の
初
見
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
『
大
雲
経
』
を
隋
・
那
連
提

耶
舎
訳
の
『
大
雲
輪
請
雨
経
』
と
み
て
、
こ
の
経
に
み
え
る
請
雨
法
に
は
道
場（
祭
場
（の
中
央
に
壇
を
作
り
、
高
座
を
設
け
て
、
そ

の
東
西
南
北
の
四
方
に
牛
糞
で
龍
王
を
描
き
、
道
場
の
四
門
に
は
各
々
一
大
妙
香
炉
を
置
い
て
、
種
々
の
香
を
焚
き
、
諸
龍
王
の
前

に
は
散
華
焼
香
を
絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
、な
ど
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、祈
雨
に
際
し
て
こ
の
経
が
読
誦
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
蘇
我
蝦
夷
自
ら
香
炉
に
香
を
焚
い
た
と
あ
る
の
は
『
大
雲
経
』
の
請
雨
法
に
み
え
る
焼
香
を
示
す
も
の
と
す
る
説
が
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
見
方
の
よ
う
に
皇
極
天
皇
元
年
す
な
わ
ち
七
世
紀
半
ば
に
、
す
で
に
『
大
雲
経
』
に
よ
る
請
雨
法
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う

か
を
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
当
時
す
で
に
北
周
代
ま
た
は
隋
代
の
訳
に
な
る
『
大
雲
経
』
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
ま
で
を
否
定

す
る
事
由
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
神
泉
苑
で
行
わ
れ
た
『
大
雲
輪
請
雨
経
』
な
ど
に
基
づ
い
た
請
雨
経
法
を
記
録
し
た
図
に
よ
る
と
、
修
法
に
際
し
て
、

壇
を
築
い
た
り
、
曼
荼
羅
を
掛
け
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
五
方
龍
の
曼
荼
羅
が
あ
っ
た
ら
し
い
が（

（（
（

、
文
言
と
し
て
は
方
角
と
色
を
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組
み
合
わ
せ
た
龍
王
の
名
は
み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
直
接
の
典
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
五
方
龍
の
淵
源
お

よ
び
具
体
的
記
載
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
経
書
や
そ
の
解
説
書
お
よ
び
『
淮
南
子
』
な
ど
の
中
国
古
典
に
み
え
る
の
で
あ
っ
て
、
梅

野
木
（
遺
跡
出
土
木
簡
や
壇
の
越
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
に
み
え
る
方
角
と
色
と
龍
王
を
組
み
合
わ
せ
た
語
句
は
、
仏
典
で
は
な
く
中

国
古
典
を
背
景
と
し
て
表
記
さ
れ
た
可
能
性
が
た
か
い
。

　

い
っ
ぽ
う
壇
の
越
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
の
色
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
龍
の
語
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
由
来
し
、
我
が
国
で
は
陰
陽
道

祭
祀
と
し
て
行
わ
れ
た
五
龍
祭
に
関
連
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
み
た
。
た
だ
し
、
唐
代
に
五
龍
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
史
料
に
み
え
る
が
、
五
龍
祭
そ
の
も
の
の
具
体
的
な
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な

い
。
ま
た
、
陰
陽
道
の
五
龍
祭
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
し
つ
つ
、
梅
野
木
前
（
遺
跡
出
土
木
簡
お
よ
び
壇
の
越
遺
跡
出
土
漆
紙
み
え
る
方
角
・
色
・
龍
字
の
組
み
合
わ
さ

れ
た
語
の
系
譜
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
双
方
と
も
に
嘉
祥
三
年（
八
五
〇
（に
み
え
る
出
羽
国
へ
の
陰
陽
師
派
遣
以
前
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
平
安
京
に
お
け
る
五
龍
祭
の
初
見
で
あ
る
延
喜
二
年（
九
〇
二
（よ
り
も
時
期
的
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
と
、
前
者
が
五
方
龍
、

後
者
が
五
方
龍
王
に
関
す
る
語
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
陰
陽
道
の
五
龍
祭
そ
の
も
の
の
痕
跡
と
す
る
よ
り
は
、
中
国

古
典
に
系
譜
が
も
と
め
ら
れ
る
五
方
龍
に
由
来
す
る
語
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
経
書
に
由
来
す
る
五
方
龍
と
対
照
的
な
の
も
の
が
、『
法
華
経
』
を
典
型
的
な
出
典
と
す
る
「
八
龍
王
」
の
語
が
記

さ
れ
た
木
簡
で
あ
り
、
地
域
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
馳
上
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
両
者
か
ら
、
当
該
時
期
に
東
北
地

方
に
お
い
て
、
中
国
古
典
と
仏
典
に
基
づ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
系
譜
を
異
に
す
る
龍
を
含
む
語
お
よ
び
そ
の
知
識
が
流
布
し
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

　

最
後
に
地
方
と
く
に
東
北
地
域
で
出
土
す
る
木
簡
や
漆
紙
文
書
な
ど
の
五
方
龍
関
係
文
字
資
料
の
属
性
と
意
味
に
つ
い
て
整
理
し



日本古代における五方龍関係出土文字資料の史的背景

23

て
お
く
と
、
前
提
と
し
て
地
方
に
お
け
る
仏
典
や
経
書
の
流
布
が
あ
り
、
さ
き
に
ふ
れ
た
『
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年（
八
五
〇
（

に
み
え
る
出
羽
国
へ
の
陰
陽
師
派
遣
の
要
請
以
前
に
五
方
龍
関
係
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
状
況
の
一
端
を
示
し
て
お
り
、

古
代
の
東
北
地
方
に
お
い
て
、
五
方
龍
木
簡
や
漆
紙
文
書
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
在
地
に
お
け
る
祭
祀
や
占
験
・
占
術
の
実
態
が
あ

り
、
そ
の
上
で
正
式
な
陰
陽
師
の
配
置
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
平
安
京
で
陰
陽
道
祭
祀
の
五
龍
祭
や
仏
典
に
も
と
づ
く
祈
雨
法
が
盛
行
す
る
以
前
に
、
東
北
地
方
で
は
中
国
古
典
に

由
来
す
る
五
行
思
想
に
基
づ
く
五
方
龍
に
関
す
る
思
想
が
認
知
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
五
方
龍
に
関
係
す
る
祭
祀
の
一
端
が
、

木
簡
や
漆
紙
文
書
に
語
句
と
し
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

　

本
論
で
は
平
安
時
代
の
木
簡
・
漆
紙
文
書
に
み
え
る
五
つ
の
方
角
と
色
彩
に
関
わ
る
龍
の
語
に
つ
い
て
、
主
な
例
を
あ
げ
、
中
国

古
代
の
経
書
に
由
来
す
る
五
方
龍
と
関
連
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
関
連
す
る
範
囲
で
龍
字
を
含
む
木
簡
等
も
参
照
し
、
仏
典
等
と
の

出
典
論
的
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
東
北
地
方
で
出
土
し
て
い
る
五
方
龍
王
の
語
を
含
む
五
方
龍
関
係
の
語
は
陰
陽
道
の
五
龍

祭
そ
の
も
の
よ
り
は
経
書
や
そ
の
解
説
書
お
よ
び
『
淮
南
子
』
な
ど
の
中
国
古
典
に
由
来
す
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
先
行
研
究
を
う

け
つ
つ
、
五
方
龍
と
は
別
に
龍
を
含
む
語
に
は
仏
典
を
典
拠
と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
論
じ
た
。
そ
し
て
、
五
方
龍
関
係
の
語
句

が
記
さ
れ
た
木
簡
や
漆
紙
文
書
と
仏
典
由
来
の
龍
を
含
む
語
が
出
土
し
て
い
る
東
北
地
方
で
は
、
文
献
に
み
え
る
陰
陽
師
の
派
遣
に

先
立
っ
て
中
国
古
典
と
仏
典
の
内
容
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
五
方
龍
に
関
係
す
る
祭
祀
の
一
端
が
木
簡
や
漆
紙
文
書

に
語
句
と
し
て
記
さ
れ
た
と
考
え
た
。
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本
論
で
は
東
ア
ジ
ア
考
古
学
の
視
点
も
あ
わ
せ
た
見
地
か
ら
、
木
簡
や
漆
紙
文
書
に
み
え
る
語
の
な
か
で
も
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
五
方
龍
お
よ
び
五
方
龍
王
の
語
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
た
。
木
簡
研
究
の
門
外
か
ら
の
一

見
解
で
は
あ
る
が
、
専
門
各
位
の
識
見
を
え
て
、
あ
ら
た
な
視
野
を
拓
き
た
く
思
う
。

（
（
（和
田
萃
「
呪
符
木
簡
の
系
譜
」『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰
』（
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
（

（
（
（閔
祥
鵬
「
五
方
龍
王
与
四
海
龍
王
的
源
流
」（『
民
俗
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
三
期
（〔
中
国
語
文
献
〕

　
　

宋
晶
「
武
当
五
龍
宮
龍
神
崇
拝
初
探
」（『
鄖
陽
師
範
高
等
専
科
学
校
学
報
』
二
八
─
一
（〔
中
国
語
文
献
〕

　
　

な
お
、
本
論
で
は
五
つ
の
方
向
と
色
彩
に
関
係
し
た
龍
の
概
念
に
関
す
る
包
括
的
な
呼
称
と
し
て
五
方
龍
を
用
い
、
そ
の
な
か
で
の
個
別
具

体
的
の
名
称
と
し
て
五
方
龍
王
を
用
い
た
。

（
（
（以
下
の
木
簡
の
表
記
に
つ
い
て
は
『
木
簡
研
究
』
お
よ
び
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
凡
例
に
準
拠
し
た
。

（
（
（宮
城
県
教
育
委
員
会
編
『
壇
の
越
遺
跡
ほ
か
』（
宮
城
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
（

（
（
（山
形
市
教
育
委
員
会
編
『
梅
野
木
前
（
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
：
Ｆ
Ｍ
山
形
嶋
店
新
築
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
』（
山
形
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
（

　
　

須
藤
英
之
「
山
形
・
梅
野
木
前
（
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
三
〇
、二
〇
〇
八
年
（

（
（
（露
口
昌
広
・
橋
本
義
則
「
奈
良
・
藤
原
京
跡
右
京
九
条
四
坊
」（『
木
簡
研
究
』
一
六
、一
九
九
四
年
（

（
7
（こ
れ
ら
の
木
簡
に
関
す
る
事
実
関
係
お
よ
び
釈
字
は
下
記
の
文
献
に
よ
っ
た
。

　
　

平
川
南「
三　

呪
符
木
簡（
１
（「
龍
王
」呪
符
─
群
馬
県
富
岡
市
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
」『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
（

〔
初
出
は
一
九
九
五
年
〕

　
　

津
金
澤
吉
茂
「
群
馬
・
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
一
四
、一
九
九
二
年
（

（
（
（須
賀
井
新
人
「
山
形
・
馳
上
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
一
年
（
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山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
馳
上
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
（

（
（
（三
上
喜
孝
「
米
沢
市
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡
」
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
馳
上
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
前
掲
注
（
（

（
（0
（芝
田
文
雄
「
百
恠
呪
符
」
竹
内
理
三
編
『
伊
場
木
簡
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
（

（
（（
（和
田
萃
「
呪
符
木
簡
の
系
譜
」（
前
掲
注
（
（

（
（（
（和
田
萃
「
南
山
の
九
頭
龍
」
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
国
家
の
史
的
特
質　

古
代
・
中
世
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
（

（
（（
（平
川
南
「
三　

呪
符
木
簡（
１
（「
龍
王
」
呪
符
─
群
馬
県
富
岡
市
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
」『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』（
前
掲
注
４
（

（
（（
（宮
城
県
教
育
委
員
会
編
『
壇
の
越
遺
跡
ほ
か
』（
宮
城
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
（

（
（（
（三
上
喜
孝
「
山
形
市
梅
野
木
前
（
遺
跡
出
土
木
簡
」
山
形
市
教
育
委
員
会
編
『
梅
野
木
前
（
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
：
Ｆ
Ｍ
山
形
嶋
店
新
築

工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
』（
山
形
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
（

（
（（
（閔
祥
鵬
「
五
方
龍
王
与
四
海
龍
王
的
源
流
」（
前
掲
注
（
（

（
（7
（『
仏
説
灌
頂
神
呪
経
』
巻
第
九（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
一
巻
五
二
一
〜
二
三
頁
（

（
（（
（大
淵
忍
爾「
同
淵
神
呪
経
の
成
立
」「
同
淵
神
呪
経
の
内
容
に
関
す
る
研
究
」『
道
教
史
の
研
究
』（
岡
山
大
学
共
済
会
書
籍
部
、
一
九
六
四
年
（

　
　

菊
池
章
太
「『
同
淵
神
呪
経
の
成
立
』『
神
呪
経
研
究
─
六
朝
道
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
形
成
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
（

（
（（
（『
周
礼
』
冬
官
考
工
記

　
　

画
繢
之
事
、
雜
五
色
。
東
方
謂
之
青
、
南
方
謂
之
赤
、
西
方
謂
之
白
、
北
方
謂
之
黒
、
天
謂
之
玄
、
地
謂
之
黄
。

（
（0
（『
儀
礼
』
覲
礼
第
十

　
　

諸
侯
覲
于
天
子
、
為
宮
方
三
百
歩
、
四
門
、
壇
十
有
尋
、
深
四
尺
、
加
方
明
于
其
上
。
方
明
者
木
也
。
方
四
尺
、
設
六
色
、
東
方
青
、
南
方

赤
、
西
方
白
、
北
方
黒
、
上
玄
、
下
黄
。

（
（（
（『
淮
南
子
』
天
文
訓

　
　

何
謂
五
星
。
東
方
木
也
、其
帝
太
皥
、其
佐
句
芒
、執
規
而
治
春
、其
神
為
歳
星
、其
獣
蒼
龍
、其
音
角
、其
日
甲
乙
。
南
方
火
也
。
其
帝
炎
帝
、

其
佐
朱
明
、
執
衡
而
治
夏
、
其
神
為
熒
惑
、
其
獣
朱
鳥
、
其
音
征
、
其
日
丙
丁
。
中
央
土
也
、
其
帝
黄
帝
、
其
佐
后
土
、
執
縄
而
制
四

方
、
其
神
為
鎮
星
、
其
獣
黄
龍
、
其
音
宮
、
其
日
戊
己
。
西
方
金
也
、
其
帝
少
昊
、
其
佐
蓐
收
、
執
矩
而
治
秋
；
其
神
為
太
白
、
其
獣
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白
虎
、
其
音
商
、
其
日
庚
辛
。
北
方
水
也
、
其
帝
顓
頊
、
其
佐
玄
冥
、
執
権
而
治
冬
、
其
神
為
辰
星
、
其
獣
玄
武
、
其
音
羽
、
其
日
壬
癸
。

（
（（
（閔
吉
祥
「
五
方
龍
王
与
四
海
龍
王
的
源
流
」（『
民
俗
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
三
期
（〔
中
国
文
〕

　
　

宋
晶
「
武
当
五
龍
宮
龍
神
崇
拝
初
探
」（『
鄖
陽
師
範
高
等
専
科
学
校
学
報
』
二
八
─
一
、
二
〇
〇
八
年
（〔
中
国
文
〕

（
（（
（慶
松
光
雄「
春
秋
繁
露
五
行
諸
篇
偽
作
考
：
董
仲
舒
の
陰
陽
・
五
行
説
と
の
関
連
に
於
て
」（『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
・
哲
学
史
学
編
』六
、

一
九
五
九
年
（

（
（（
（『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』 

経
部
巻
二
九
『
春
秋
繁
露
』
の
項
。

　
　

二
階
堂
善
弘
「『
春
秋
繁
露
直
解
』
に
つ
い
て
」（『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集
』
九
、
二
〇
〇
一
年
（

（
（（
（齋
木
哲
郎
「
漢
初
の
天
人
合
一
思
想
と
そ
の
系
譜
」（『
待
兼
山
論
叢
』
一
四
、
一
九
八
〇
年
（の
注（
（
（に
こ
の
間
の
学
史
的
経
緯
が
簡
明

に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
（『
仏
説
大
孔
雀
呪
王
経
』
巻
中（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
九
巻
四
七
〇
頁
下
段
（

（
（7
（佐
々
木
令
信
「
古
代
に
お
け
る
祈
雨
と
仏
教
─
宮
中
御
読
経
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
大
谷
学
報
』
五
〇
─
二
、
一
九
七
〇
年
（

（
（（
（金
岡
秀
友
・
柳
川
啓
一
監
修
『
仏
教
文
化
事
典
』（
佼
成
出
版
社
、
一
九
八
九
年
（六
六
〜
八
頁

（
（（
（白
土
わ
か
「
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て—
そ
の
形
成
と
展
開
」（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
六
八
、
一
九
九
八
年
（

　
　

渡
辺 

喜
勝
「
草
木
成
仏
論
の
形
成
と
意
義
」（『
印
度
学
宗
教
学
会
論
集
』
二
七
、
二
〇
〇
〇
年
（

（
（0
（佐
々
木
令
信
「
古
代
に
お
け
る
祈
雨
と
仏
教
─
宮
中
御
読
経
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
前
掲
注
（7
（

（
（（
（薮
元
晶
『
雨
乞
い
儀
礼
の
成
立
と
展
開
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
（八
一
〜
九
一
頁

（
（（
（薮
元
晶
『
雨
乞
い
儀
礼
の
成
立
と
展
開
』（
前
掲
注
（0
（

　
　
「
京
都
災
害
年
表
」（『
京
都
歴
史
災
害
研
究
』
六
、二
〇
〇
六
年
（な
ど
に
よ
る
。

　
　
『
水
左
記
』
永
保
二
年
七
月
二
十
日（
増
補
史
料
大
成
八
（

　
　

始
自
今
日
三
ヶ
日
、
陰
陽
頭
道
言
於
神
泉
苑
奉
仕
五
龍
御
祭
云
々
、
請
雨
経
御
修
法
之
時
又
有
此
祭
、
是
前
例
云
々
。

　
　
　

た
だ
し
、
五
龍
祭
そ
の
も
の
は
一
二
世
紀
に
な
っ
て
も
行
わ
れ
、
た
と
え
ば
『
殿
略
』
で
は
「
天
永
三
年
七
月
小
一
日
、
丙
辰
、
天
晴
、

午
剋
許
夕
立
、
五
龍
祭
験
歟
」
と
し
て
、
天
永
三
年（
一
一
一
二
（に
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
（（
（『
百
練
抄
』
第
十
四

　
　
（
仁
治
元
年
（七
月
三
日
乙
丑
、
被
行
五
龍
祭
。
依
炎
旱
也
。

（
（（
（山
形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
編
『
平
安
初
頭
の
南
出
羽
考
古
学
：
官
衙
と
そ
の
周
辺
』（
山
形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘

考
古
資
料
館
、
二
〇
一
〇
年
（

（
（（
（宮
城
県
教
育
委
員
会
編
『
壇
の
越
遺
跡
ほ
か
』（
前
掲
注
（
（

（
（（
（『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
年
秋
七
月

戊
寅
群
臣
相
謂
之
曰
随
村
々
祝
部
所
教
或
殺
牛
馬
祭
諸
社
神
。
或
頻
移
市
。
或
祷
河
伯
既
無
所
効
。
蘇
我
大
臣
報
曰
可
於
寺
寺
転
読
大
乗
経

典
、
悔
過
如
仏
所
訟
敬
而
祈
雨
。
庚
辰
於
大
寺
南
庭
厳
仏
菩
薩
像
与
四
天
王
像
屈
請
衆
僧
読
大
雲
経
等
。
于
時
蘇
我
大
臣
手
執
香
鑪
焼
香
発

願
。
辛
巳
微
雨
。
壬
午
不
能
祈
雨
故
停
読
経
。

（
（7
（『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
年

　
　

八
月
甲
申
朔
、
天
皇
幸
南
淵
河
上
跪
拝
四
方
仰
天
而
祈
。
即
雷
大
雨
遂
雨
五
日
、
溥
潤
天
下
。
是
天
下
百
姓
倶
称
万
歳
曰
至
徳
天
皇

（
（（
（和
田
萃
「
古
代
の
祭
祀
と
政
治
」
岸
俊
男
編
『
ま
つ
り
ご
と
の
展
開
』
日
本
の
古
代
七（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
（ 

（
（（
（笠
井
昌
明
「「
皇
極
紀
」
元
年
条
の
祈
雨
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
三
七
、
一
九
八
九
年
（

（
（0
（青
木
紀
元
『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
（二
八
一
〜
二
頁

（
（（
（真
鍋
俊
照
「
請
雨
経
法
と
そ
の
図
像
儀
軌
の
伝
承
に
つ
い
て
：
新
史
料
「
定
真
本
」
周
辺
の
一
考
察
」（『
印
度
學
仏
教
學
研
究
』
一
八
─
二
、

一
九
七
〇
年
（

　
　

ス
テ
ィ
ー
ベ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン「
神
泉
苑
に
お
け
る
真
言
密
教
祈
雨
法
の
歴
史
と
善
如
竜
王
の
伝
説
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』七
九
、
二
〇
〇
五
年
（

付
記

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
C
（課
題
番
号
二
一
五
二
〇
七
七
七
「
出
土
文
字
資
料
の
出
典
論
的
方
法
に
よ
る
古
代
信
仰
展
開
様
相

の
研
究
」（
平
成
二
一
〜
二
五
年
度
（に
よ
る
平
成
二
三
年
度
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


